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　地域の課題を考えていく際に強く感じたこと
を随想風に並べました。現代社会の風潮や傾向
を鑑みて留意すべき 3 点です。少し内容が多岐
になりすぎるかもしれませんし、データに依拠
する既述という観点からは、若干不満も生じま
しょう。とはいえ未来の地域を思い描く際には、
かくあってほしいということは一貫させたつも
りです。その 3 点を「勧め」の形で逐次述べて
いきます。

　１）「温故知新」の勧め
　２）「繋拾合」の勧め
　３）「観照から行動へ」の勧め

�第１章 「温故知新」の勧め

●多くの経営者が座右の銘とする言葉
　「温故知新」という言葉があります。この言葉
の由来は「論語」の中の 2 番目の章「為政」の中に
ある孔子の言葉です。 漢文では「子曰、温故而
知新、可以為師矣」と書かれ「子日く、故きを温
ねて新しきを知れば、以って師と為る可し」 （し
いわく、ふるきをたずねて　あたらしきをしれ
ば、もってしとなるべし） と読みます。 意味は、

「孔子先生はおっしゃいました。古くからの伝え
を大切にして新しい知識を得て行くことができ
れば、人を教える師となれるでしょう」となりま
す。
　「温故知新」を座右の銘にしておられる経済界
の方は多いようです。私の周囲では 1986 年に

阿波銀行の頭取になられた故住友俊一氏です。
氏が大阪支店勤務を終えて本部へ転勤するとき
に、大y製薬の創業者である大y武三郎さんか
らいただいた揮毫があります。（写真 1）そこに
書かれていたのが「温故知新」でした。その経緯
は氏が亡くなられた際に追悼出版された本に書
かれてあり、その表紙にもなっています。

　何故経済人には「温故知新」などの論語の中
の言葉を銘としておられる方が多いのでしょう
か。勿論『論語』そのものの魅力もあるわけです
が、私は日本の近代化を推進した人々の精神的
姿勢が感動を与えているためだと推測していま
す。和魂洋才という言葉を明治政府は基本的方
向として唱えたわけですが、日本の近代化は日
本という地域の精神的風土に西洋の資本主義を
うまく融合させることに成功したことが後の世
に良い結果を残せる大きな理由の一つだと思い
ます。

● ｢論語と算盤｣ における ｢道徳と経済の両立｣
　近代が始まった時代というのは西洋において
も中世から近世を通じて培ってきた精神風土に

写真 1. 大i武三郎氏の「温故知新」の揮毫
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近代合理主義が芽生え根付くまでの疾風怒涛の
時代だったと思いますが、日本においては封建
主義的精神風土にいきなり新しい思想が輸入さ
れたことで、西洋とは異なる大変な時代だった
と思います。
　その中で日本ならではの種々の工夫がなされ
ました。典型的な一つの例として渋沢栄一の考
え方を挙げることができます。渋沢のことは
2024 年から使用される新一万円札の肖像（写真
2）として、また『青天を衝け』という、2021 年放
映の NHK 大河ドラマの主人公として描かれま
したのでより多くの方に知られるようになりま
した。彼の業績を簡単に述べますと「日本資本主
義の父」と称されるように日本の資本主義経済
体制の創成期に活躍しました。藍を栽培する農
民から身を起こし、約 500 社もの企業を立ち上
げ、500 以上の社会事業にも携わり、日本の金
融制度や経済システムの基礎を築いたといわれ
ています。

　彼の思想や信念の根幹を記したとされるのが
『論語と算盤』（*1）で、今なお数多くの経営者や
起業家に読み継がれ絶大な影響力を保持してい
ます。彼は、この著書で道徳と経済の両立につい
て説いています。「道徳と経済の両立」というこ
とをもう少し述べると、経済活動を行う上で利
益追求だけでなく、道徳的な価値観も重視する
こと、と言えばよいでしょうか。一般的に、経
済活動は利益追求を主目的とするため、道徳的
な価値観とは必ずしも一致しないと考えられが
ちです。しかし、長期的な視点から見れば、道

徳的な価値観を尊重することは、企業の信頼性
やブランドイメージを高め、経済的な成功につ
ながるとも言えます。また、社会全体が持続可
能で公正な経済システムを維持するためには、
道徳と経済の両立が必要となります。このよう
な観点から、「道徳と経済の両立」は重要なテー
マと言えます。企業でコンプライアンスが強く
唱えられるようになったのは、そんなに古くな
いことから考えても、この両立という思想はそ
う簡単ではないように思えます。
　渋沢のこの思想は、明治時代の日本が西洋の
近代化と伝統的な価値観との間で揺れ動いてい
た時期に、大きな影響を与えました。彼は、西
洋の資本主義を取り入れつつも、それが個人の
欲望による利己的な行動を助長することを警戒
しました。そのため、彼は「論語と算盤」の経済
思想を提唱し、経済活動における道徳的な制約
の必要性を説きました。
　その中から具体的な考えを 1、2 紹介します。

【金銭を取り扱うことが、なぜ賤しいのだ。君の
ように金銭を賤しんでいては、国家は立ちゆか
ない】
　江戸時代には士農工商の身分制の順位からわ
かるように金銭を扱う商人は一番卑しい身分と
されていました。これは、当時の価値観では、
商人は物を生産せず、他人が生産した物を売買
するだけの存在と見なされていたからです。加
えて、商人が利益を追求する行為は利己的であ
ると見なされ、社会全体の利益を考える農民や
職人と比べて評価が低かったと考えられていま
す。しかし、現実の社会で、商人たちは経済活動
を通じて社会に大きな影響を与え、特に都市部
では商人の地位は次第に向上していきました。
後に商業を基盤とする資本の蓄積を行い、産業
革命を準備したといえます。

【利益を得ようとすることと、社会正義のための
道徳にのっとるということは両者バランスよく
並び立ってこそ、はじめて国家も健全に成長す

写真 2. 2024 年度発行予定の一万円札見本
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るようになる。個人もちょうどよいあんばいで
富を築いていくのである】
　渋沢のこの思想は、企業の社会的責任（CSR）
という考え方の先駆けとも言えます。利益追求
だけでなく、企業が社会に対して果たすべき役
割や責任を認識することの重要性を、彼は早く
から認識していました。
　したがって、『論語と算盤』は、単なる経済理
論を超え、我々が生きる社会全体に対する深い
洞察の視座を提供しています。経済活動が個人
の道徳や社会の福祉と密接に関連していること
を示し、現代においてもその価値は色褪せてい
ません。今日の経済社会における道徳的な指針
と多くの経済人がしたのでしょう。また、この
本は渋沢が人生から得た種々の教訓が述べられ
ているために、自己啓発本としても高く評価さ
れており、人間的に大きく成長し社会貢献した
いと考える人々にとって有益な内容が含まれて
いるのでしょう。

●渋沢栄一の先見性
　もう少し「論語」である理由を掘り下げてみま
す。「論語」は、孔子の言行録であり、その教え
は個人の道徳を重んじ、社会の調和と秩序を求
めるものです。思想としては儒教として体系化
され現代に至るまで継承発展しました。一方、

「算盤」は、商取引を象徴し、利益追求と経済発
展を意味します。渋沢は、これら二つの要素を
結びつけ、経済活動も道徳に基づくべきだと主
張しました。
　江戸時代の士農工商的身分制度の中心的思想
である儒教の思想と、近代合理主義の基盤と
なった「算盤」の思想が融合することは、いっけ
ん矛盾とも思える奇妙な感じがするかもしれま
せん。しかし、「士農工商」という言葉は身分の
上下を必ずしも表していないという指摘も近来
ではなされますし、むしろ儒教ではなく武士道
という日本独特の思想が金銭に携わることを卑
しむという風潮を作ったのではないかとも思わ
れます。「論語」と「算盤」が矛盾なく「共存」する

理由は、それぞれが人間の異なる側面を表して
いるからです。「論語」は道徳と倫理を、「算盤」
は近代合理主義の経済活動と利益追求を象徴し
ています。これらは一見相反するように見えま
すが、実際には人間の行動と社会の機能におい
て両方とも重要です。
　渋沢の卓見『論語と算盤』の思想は、これら二
つの要素が互いに補完し、バランスを取ること
ができると見抜いたところにあります。「共存」
ではなく、「相互補完」や「調和」がより適切な表
現かもしれません。道徳と経済活動は一緒に存
在するだけでなく、互いに影響を与え、社会全
体の福祉に寄与します。
　この資本主義思想と儒教の関連性は、西洋に
おける資本主義とピューリタニズムの関連性を
思わせるところがあります。経済学者マックス・
ヴェーバーは著書『プロテスタントの倫理と資
本主義の精神』によって広く認識されています。
ヴェーバーは、プロテスタントの一派である
ピューリタニズム（清教徒主義）の倫理観が、資
本主義の発展を促進したと主張しました。
　ピューリタニズムは、厳格な道徳観と勤勉
な労働観を持つキリスト教の一派で、その信者
たちは自己の成功を神の恩寵の証と見なしまし
た。この観念は、個人の努力と成功を重視する
資本主義的価値観と一致します。一方、資本主
義は、個人の自由と競争を重視し、労働と投資
による利益追求を基本とする経済体制です。こ
れらの価値観は、ピューリタニズムの倫理観と
共鳴し、資本主義の発展を後押ししたとされて
います。同じように儒教的倫理観を持って資本
主義を推進しようとしたのは渋沢の際立った先
見性のある卓見だったと思います。
　この視点から見れば、『論語と算盤』の思想は、
個人の利益追求と社会的な責任感を結びつける
ことで、資本主義をより持続可能で公正なもの
にするための道筋を予見しています。それは、
経済的な成功と道徳的な価値が共存するだけで
なく、互いに強化し合う可能性を示唆しており、
現代社会における経済と倫理の関係を理解する
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ための重要な視点を提供します。

●温故知新を何故現代でも勧めるのか
　論語の中でも「温故知新」の教えは、現代社会
においても非常に重要な役割を果たします。特
に、資本主義が変質し、都市と地域の格差が広
がり、生活が変質しようとしている状況におい
て、この教えはさらに重要性を増していると感
じております。
　まず、「温故知新」は、経済の持続可能性と公
正性を保つための重要な指針となります。過去
の成功や失敗から学び、それを基に新たな戦略
やビジョンを形成することは、企業が競争力を
保ち、同時に社会的責任を果たすために不可欠
です。また、過去の教訓を忘れずに新しいビジ
ネスモデルや技術を探求することで、企業は社
会と環境に対する影響を最小限に抑えつつ、経
済的な成功を追求することができます。いわば

「温故知新」は不易の教訓だということです。簡
単に言えば、「まずは」もっと本を読めというこ
とです。「まずは」と言ったのには意味がありま
す。本を読む人が減少したことと同時に、後述
しますが、読んで観照し行動せよという意味を
含ませたからです。
　次に、本論の最大関心事である、地域の問題
に関して、その必要性を指摘したいと思います。
都市と地域の格差が広がる現代において、「温
故知新」は、社会的公正と包摂性を促進するた
めの道筋を示します。過去の社会政策や経済政
策の成功と失敗から学び、それを基に新たな政
策を立案することで、社会全体の福祉を向上さ
せ、格差を縮小することが可能となります。特
に今までの行政の地域政策に関しては様々な研
究がなされていますが、もう一度自分の地域に
関してその地域の住民が自ら検討しなおす必要
があるでしょう。世の中は「地方の時代」と喧伝
されており、そのための方策が次々と打たれて
いますが、相変わらず地域は疲弊の方向に向か
い、格差は広がるばかりです。やはり過去の経
験を学ぶことがまずなすべきことでしょう。

　最後に、生活が変質しようとしている現代に
おいて、「温故知新」は、個々の人々が自身の生
活をより良くするためのガイドラインを提供し
ます。過去の地域における生活そのものや地域
政策の経験から学び、それを基に新たなスキル
を習得したり、新たな生活スタイルを探求した
りすることで、個々の人々は自身の生活を向上
させ、変化に対応することができます。

●�地域の時代における、歩くことの勧め・読書
の勧め・ネットの勧め

　ＷＥＢの普及で人間の知識の取得手段は現代
では大きく変化しました。もともと「温故知新」
には書籍を通じて古い知識を得るような雰囲気
がありますが、実際のモノコトに触れて得る知
識は重要です。それと同時に書籍から得られる
情報は情報を体系だって理解し考察する際には
必須です。また、インターネットを使った情報
収集は知的生産活動に携わる者にとっては恐ろ
しいほど効率的で、優秀な助手を何人も雇った
と思ってよいでしょう。
　現代を地域の時代と規定すれば、その時代に
おける「温故知新」は具体的にはどのようなとこ
ろから手を付けるべきでしょうか。例えば後述
のような課題はどうでしょうか。私自身が周囲
にいつも勧めていることです。
　すでに「徳島経済」で幾度か提唱していること
ですが、地域の時代について、書籍やＷＥＢ上
で学び、できれば足を運んでいきたいテーマ名
だけを述べます。
＊ご近所歩きマップ作成（観照の訓練になる）
＊�地域の歴史（街角歴史博物館見学など、地域

史）
＊�地域の産業（藍産業、たばこ産業、林業、塩田

業、生糸産業の歴史、近代産業史）
＊�時代の認識（各種の近代産業史、戦後史等）
＊�ネット知識と「本」の違い（ＩＴの歴史；ＷＥＢ

検索、ＣｈａｔＧＰＴの使用習熟）
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第２章 「繋拾合」の勧め

　地域の課題を考える際に留意すべき 2 点目は
人間の絆の問題です。現状で地域が抱える最も
厳しい現実は過疎化の問題とそれにも関係のあ
る「人間の絆」の希薄化です。「人間の絆」は住み
よい社会の根幹をなすものです。第 2 章では「人
間の絆」の問題で近ごろ感じる社会の風潮のこ
とを述べてみます。

●恋文横丁
　昔、といっても戦後のことですが、恋文横丁
という場所がありました。（写真 3）安手の飲み
屋街で、しかもいかにも通俗的といえそうな名
前ですが戦後復興期の東京の雰囲気をよく表し
ていると思います。少し詳しく話したいので付
き合ってください。
　「恋文横丁」は、かつて東京都渋谷区にありま
した。渋谷駅から歩いて行けるところです。こ
の横丁は、元々「道玄坂百貨街」という商店街の
奥に存在した小さな横丁で、その名前は丹波文
雄の小説「恋文」に由来しています。記憶に間違
いなければ「すずらん横丁」という名前だったと
先輩から聞いたことがあります。1945 年の東京
大空襲で一面焼け野原になった東京には、戦後
すぐに多くのヤミ市が自然発生的に生まれまし
た。その中でも道玄坂百貨街は、渋谷でも最大
のヤミ市だったと言われています。徳島市にも
ありましたが、多くの空襲を受けた都市では戦
後急速にヤミ市が出来上がりました。
　名前の由来には、先輩から聞いたところによ
ると、なかなか興味深い話があります。朝鮮戦
争時、渋谷のすぐ近所の代々木公園にあった「ワ
シントンハイツ」には多くのアメリカ兵が駐屯
していました。日本に配属された駐留軍のアメ
リカ兵士と恋に落ちた女性が、言葉が通じない
中で思いを伝えるために生まれたのが、この横
丁のラブレター代書屋だったといいます。なに
か心が痛む想いがします。ひょっとしたら、あ
の先輩も時折はアルバイトをしていたのかもし

れません。私の通った高校は語学が得意とされ、
その中でもきわだって英語が上手だったし、そ
んな雰囲気を持った先輩でした。
　そういう横丁をテーマにした丹波文雄さんの
新聞小説「恋文」が大ヒットし、1953 年には映画
化され大きな話題を呼んだそうです。それで「恋
文横丁」という名前になったようです。現在、こ
の場所は若い人を中心に、ロマンチックな場所
として恋愛のパワースポットと言われているそ
うです。碑の近くのポストから手紙を出したり、
メールを送ったりすると恋が叶うとか。（以前述
べたことがありますが、新しい伝説の創出に徳
島は余り長けていないとみえ、名所になるべき
文化的遺産がたくさん埋もれているような気が
します。）
　今や世界に名だたる大都会と言える渋谷なの
で代書屋はけっこう昔からありましたが、戦後
にはこんなにも複雑でかつ切ない思いを代筆す
る店が存在してたのですね。そういえば現在進
行中の大河ドラマでも主人公の若き日の「紫式
部」が市で恋文用の和歌の代作を内職にしてい
ましたっけ。
　この小さな横丁の歴史は、渋谷の街の一角に
ひっそりと佇む「恋文横丁此処にありき」と言う

写真 3. 恋文横丁此処にありきの碑
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碑に刻まれています。この碑は東京都行政書士
会によって設置されました。なるほどと思いま
す。
　余談になりますが、その「恋文代筆屋」の隣

（と記憶していますが）には「大黄河」という餃子
を食べさせる飲み屋がありました。先日ある
俳句協会の HP に載っている写真を眺めていた
ら、恋文横丁の色褪せた写真があって、なん
と「大黄河」の看板が映っているではありません
か。ということで大黄河にまつわることを話し
たくなりました。始めてこの店に入学祝いだと
いって私を連れて行ってくれたのは E さんで
す。同じ高校の一級上の E さんは山岳部の先輩
でした。彼は私と同じ大学の文系に入学してお
り（私は理系です）、中国文化研究会という部活
を行っていました。今から考えたら、あの店へ
私を部活に勧誘するために連れて行ってくれた
のかもしれません。E さんは知っていたかどう
かわかりませんが、私は高校時代から「論語」を
読んだり、唐詩を鑑賞するのが好きでした。孔
子にどことなく風貌の似ている漢文の坂本先生
という方がいました。先生を中心とする数人の

「論語」素読会に私は所属していたせいもあり、
中国文化には大いに魅かれるところがありまし
た。というわけで、一も二もなく入部を決定。
翌日クラス仲間と希望の部活は何処かという話
をしていた時、ある旧友から「お前なあ、中国文
化研究会というのは麻雀部のことだぞ」、といわ
れてびっくり。だが実態は麻雀どころか部活の
時は大量のガリ版刷りのパンフレットを渡され
輪読、むずかしい言葉の渦の中にいきなり放り
込まれました。でもそういう時間は長くは続き
ませんでした。中国文化研究会ではじきにまと
まった部活動が行われなくなり、私たち新入部
員は放置され、私自身もだんだん他の事に興味
が移っていき自然退部の形になりました。今か
ら思うと大躍進政策の失敗からどう立ち上がる
か、あるいは中ソの路線対立で中国は混乱を極
めつつあり、その思想的混乱、混沌状態が日本
の中国好きの学生にも及んでいたのではないで

しょうか。案の定 1966 年には文化大革命が口火
を切ったのです。
　餃子店「大黄河」で思い出したもう一つの余談
にもつきあってください。
　私の在学した高校は元旧制の府立六中、新制
の都立新宿高校といい、私は 15 期生です。昔の
高校生は今より早熟だったのか、生徒にモノ凄
い奴が多く、それを導いていた教師も猛者ぞろ
いでした。当時の校長はバンカラ校長として知
られた沢登哲一先生、いつもよれよれの国民服
に軍隊用の幅広バンドでズックの靴、ゲートル
を巻いてズタ袋風カバンで登校していました。
そのころの悪友の話では沢登校長は、なんでも

「チャタレー裁判」で伊藤整の弁護人を務めたと
いう噂でした。どれどれと図書館に行き文庫版
の本を手に取ってみたら、多くの生徒が読んだ
のでしょう、一部のページだけがうす黒くよれ
よれになっていたのを覚えています。他にも山
岳部顧問で創部以来初めて入部したメッチェン
だけのパーティーを照れながら率いて鍛錬登山
に行った国語の F 先生はじめ、バンカラ風が多
く、校長自ら我々を「野郎ども行くぞ」と叫んで
いたし、今思えばよくあんな環境で毎日無事に
暮らせたなと思います。自衛隊の戦車が学校の
横を通るらしいから、お前ら道路に座り込めと
あおっていた若い T 先生やら、ビートルズが来
るからと授業そっちのけで飛びだしていった英
語の X 先生、それに、校庭裏にずらりと並ぶ連
れ込み宿から通学しているという噂のあった Y
先輩、社会科の N という先生はついこの間まで
軍国主義を礼賛していたくせに、平気で民主主
義を教えていやがるから俺は奴の授業に出ない
んだ、といきまいていた I 先輩は、その後どう
なっただろう。思い出せばきりがありません。
でも、あれこそ教育の現場という気が今ではし
ています。
　飲み屋「大黄河」の店の連想は今でも書棚にあ
る古い本『黄河の水』（＊ 2）に繋がります。高校
では世界史は勉強したというより頭の中に四次
元的世界として構築して楽しんでいた感があり
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ます。何世紀ごろというと頭の中に世界地図が
あらわれて地域ごとにいろいろな出来事や人物
があらわれて、活動している、そういう動画の
俯瞰図のような世界です。これは当時受けた授
業の方法にも影響を受けたのだと思います。T
という教師の授業は黒板に各国史を年表として
細かい字でぎっしり書き出し、生徒はひたすら
にそれを写すだけ。その結果 T の授業を受けた
私の視力は自慢の 2.0 から 1.0 以下に下がってし
まいました。でもその授業は面白く、授業につ
られて、山川出版の世界史全巻といくつかの各
国史をむさぼるように読みました。そのおかげ
でしょうか、それまで子供の時から読んでいた
歴史物語がみんなそれぞれの関連が出てきて、
勝手に脳の空間で活躍を始めたようです。その
各国史として歴史の教師が強く勧めてくれたの
が『黄河の水』でした。
　『黄河の水』は、中国の歴史を神話時代から中
華人民共和国成立までの四千年にわたり一気に
通観できる薄手の一冊です。著者の鳥山喜一は、
中国の歴史だけでなく、各時代の文化や思想も
まとめています。この本は、中国史だけでなく
各国史を私のような目的で読んでみようとする
人にはお誂え向きの入門書だと思います。内容
は 60 年以上前の著作ということもあり、古代史
における近年の考古学的発見が反映されていな
い点、現代史が欠落している点などという弱点
はあります。しかし、中国史の概略を知るには
十分な内容が含まれているとしても良いでしょ
う。歴史は年代を暗記するので嫌いという人が
時折いますが、年号を覚えるのではなく大パノ
ラマを楽しむものだと思えばまた世界の見方が
変わると思います。孫にもちと古いかなと思い
ましたが、高校生になったのでこの本を薦めて
みました、読んだだろうか？

（閑話休題）

●年賀状仕舞い
　このごろ古い友人たちの中の数人が「年賀状
仕舞いをします」、と言ってきました。当人とし

ては、終活の断捨離のつもりでしょう。本人は
「あいつも年だし負担も減っていいだろう」くら
いのつもりかもしれません。だが、正直「ブルー
タス、お前もか」と裏切られたような気分になり
ます。いつも顔を合わせている人なら、年賀状
が来なくてもそう気にはならないのですが、一
年に一回しか音信の無い人からいただく年賀状
は特にうれしい。一文字、一言の裏にあるもの
までいろいろ想像して読んだりします。手紙や
葉書というものはそういうものだと思っていま
す。だから、毎年何百枚も印刷で出す年賀状で
すが、幾日かをかけて必ず一言を肉筆で添え書
きをして出すことにしています。
　何人かは年賀葉書を E メールにしました。ず
いぶんと詳しい一年間の報告を書いてくる人も
います。それはそれでよく消息がわかって楽し
いのですが、やはりなんだか物足りない気がし
ます。肉筆の文字には何らかの力があるのでは
と思います。もう半世紀をはるかに超えて毎年
年賀状をくれていた人が今年初めて来なかった
時には、ぽっかり穴が開いたような気がします。
手紙や葉書のような郵便には単位情報を伝える
だけでなく、人間の思いを伝える役目のような
ものがあるのでしょう。
　さっきの恋文横丁から、いろいろと連想が進
んだのですが、この頃の若者は恋文を書くので
しょうか、気になります。手っ取り早く電話や
ＳＮＳのやりとりがメインの思いの伝達手段か
もしれません。しかしよくいわれるように、手
紙には独特のコミュニケーションの「趣」があり
ます。文章によるコミュニケーションというの
は、かなり微妙なものです。言葉自体があたか
も独自の能力を有しているのではないかと思え
るほどです。特に肉筆ときたら文字自体がその
人の個性を表しているような気さえします。年
賀状だけでなく手紙や葉書もこのごろは減って
いるという統計があります。
　郵便制度というのは種々の形で古代から存在
していましたが、近代に入り均一料金制度が出
来上がって、爆発的に普及しました。1840 年に
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イギリスでローランド・ヒルの考案による均一
料金郵便制度が施行され、近代郵便の基礎が確
立されました。切手収集家のあこがれである世
界最初の郵便切手「ペニー・ブラック」（写真 4）
が作られましたので「ペニー郵便制度」とも呼ば
れます。

　日本では 1871 年
3 月 1 日に東京、京
都、大阪の 3 都市と
その間を結ぶ東海道
筋の宿駅（62 カ所の
郵便取扱所）で新式
郵便業務が開始され
ました。それには、
前島密と渋沢栄一の
協力が大きく寄与し

ています。前島は、政府が飛脚問屋に支払う通
信用の金額より、はるかに安い飛脚便制度を提
案し、渋沢が政府に建議書を提出しました。日
本の最初の切手は龍紋切手（写真 5）と呼ばれま
すが、貨幣単位が文というところが面白いです
ね。また 48 文という半端な数字にもいわれがあ
りますが、自分で確かめてください。新貨幣制
になって円・銭が導入されたのは 1871 年の旧暦
の 5 月だそうですので、その意味でも記念すべ
き切手ですね。

　また、日本の郵便
制度の特徴として、

「自由、平等、公平」の
実現を目指し、誰も
が平等に使える制度
として築かれたこと
は特筆すべきです。
ここにも渋沢の思想
の具現化がみえるの

ではないでしょうか。後で少し詳しく述べます
が、この制度は全国津々浦々に行き渡り、社会
生活に浸透し、災害時や過疎地域でも住民を支
える強固なシステムとして今に至るまでその精
神は生き続けてきました。でもこのごろ少し郵

便制度は時代にあうように急速に変質しつつあ
るように思われます。日本社会における人間の
絆希薄化に一役買っているような気がして腹が
立っているのは私だけでしょうか。

●年賀状取り扱いの推移
　数人の知人が「年賀状仕舞い」をしたので、現
在実際にどのくらいの人が、そうしたのか、ま
た、その原因となったのがＩＴ機器の普及が原
因となったのか、非常に気になりました。郵便
の退歩によって人と人との絆が失われてゆく気
がしたからです。そこで配達数の推移を調べて
みました。
　私と同じように気になる人が、ＷＥＢ上で
データを公開していたのでそれを引用させてい
ただきます。（図表 1）図に示すように年賀葉書
の発行枚数のピークは 2003 年です。最近 2024
年には発行枚数 14.4 億枚と激減しているようで
す。

　一般的に、郵便物、またその運用システムと
しての郵便配達制度は私たちの生活に多大な影
響を与えており、その役割は次のように整理さ
れます。（＊ 3）
　①　�情報の伝達：郵便制度は、手紙や小包の

送受信を可能にし、人々が遠隔地にいる

写真 4. 世界最初の郵便切手

写真 5. 日本の最初の切手

図表 1. 年賀状発行枚数推移

資料：�旧日本郵政公社統計データベース、日本郵政グループディスク
ロージャー誌
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他の人々とコミュニケーションを取る手
段を提供。

　②　�金融サービス：郵便局は、貯金、送金、
保険などの金融サービスを提供し、人々
の資産形成や送金ニーズを支える。

　③　�地域社会への貢献：郵便局は地域社会の
一部として、地方自治体事務の取扱いや
見守りサービスなど、地域に根差した取
り組み。

　④　�生活インフラの提供：郵便局は、国民生
活を下支えする基盤となる生活インフラ
を提供します。これには、信頼できる身
近な窓口、情報や人のネットワーク、基
礎的な通信や自助支援サービスなど。

　⑤　�過疎地域へのサービス：過疎地域でも郵
便局は存在し、そこでの新聞の配達や金
融サービスなど、地域住民の生活を支え
る重要な役割。

　これらの役割を通じて、郵便配達制度は人々
の生活に深く浸透し、情報の伝達、金融サービス
の提供、地域社会への貢献など、多方面で人々
の生活を支えています。また、これらのサービ
スは、人々が社会とつながり、生活を豊かにす
るための重要な手段となっています。
　特に①に書かれたコミュニケーション手段と
いう考えの中に分類されてしまうと、少し違う
ぞと思われる役割があります。それを別に分け
ると、
　⑥　�感情の伝達手段：年賀状や恋文はその典

型ですが、感情を伝えるのに独特の趣の
ある手段。

ということができるのではないでしょうか。
　加えて、③～⑤の項目は郵便システムが地域
の生活、とりわけ地域社会の絆を作っていく上
での有形無形のインフラとなっていることを示
しています。

●ＩＴ機器の普及と郵便制度
　どうも伝達機能が重なるから、年賀状の衰退
とスマホの普及は関係がありそうな気がしま

す。
　図表 2 はスマホ他ＩＴ機器の普及率を示して
います。

　年賀葉書発行数がピークになったのは携帯電
話が飽和した時と一致していますので、そこか
ら推察できることは、やはり電話が便利だから
年賀状を送るのをやめてしまったのだろうか、
ということです。だとすれば、感情（挨拶）伝達
手段としての年賀はがきは減少したが、携帯電
話等に代替していたと見るのが妥当かもしれま
せん。
　しかし問題がいくつもあります。
　ひとつは感情の伝達という観点からは趣が重
要です。文字には独特の力があります。だんだ
んそれが薄れていくような気がします。
　もう一つ言語機能の効果が、かなりＩＴ機器
によるそれと異なっており、現段階では異なっ
ていることによるマイナス効果が顕著に顕れて
います。最も大きなマイナス効果はＳＮＳにお
けるヘイトスピーチの氾濫が典型的に示してい
るのではないでしょうか。その原因としてＳＮ
Ｓの匿名性がよく指摘されます。確かにそれも
あるかと思いますが、私はＳＮＳの文字の使用
法には「間」がないからだと思います。「間」とい
うのは空間ですが、考える時間をも意味してい
ます。考える余裕を持つ、行間の考えを読む、
自分を客観視する、それらは皆、「間」を必要と

図表 2. スマホ他ＩＴ機器の普及率

資料：�総務省情報通信機器の世帯保有率の推移
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します。現在のＳＮＳによるコミュニケーショ
ンは、それを取りにくくなっているのではない
でしょうか。
　さらに人間の絆を考えるうえではＩＴ機器
は、人間の絆を考えるうえでの機能、特に前記
③～⑤に示したような役割を考えるうえで、従
来の郵便および配達制度とは質の異なるもので
代替にはなりえません。これも地域の絆を重視
する立場からは重要問題です。
　実は私は単にＩＴ機器の発達だけが年賀状の
減少の原因ではないと思っています。つまりた
だでさえ希薄になりがちな人間同士の絆、それ
を断っていくことが世の中の風潮として流れて
いるのではないかということです。

●断捨離やら終活やら年賀仕舞いやら
　ここで「断捨離」について考えましょう。断捨
離は人間の絆を破壊するための行為だと私は考
えています。もちろん人間の絆を断つことに
よって、きれいにこの世とお別れしようという
人々にとっては、余計なお世話かもしれません
が。
　「断捨離」は、ヨーガの思想を提唱した沖正弘
が 1976 年の著書『ヨーガの考え方と修業法 上
巻』で初めて使用した言葉といわれています。
ヨーガの行法である「断行」「捨行」「離行」に対
応して、「断」は新たに手に入りそうな不要なも
のを断る、「捨」は家にずっとある不要な物を捨
てる、「離」は物への執着から離れる、という意
味があります。
　この思想を広めたのは作家のやましたひでこ
さんだと思います。「断捨離」を商標登録までし
てしまいました。つまり「断捨離 ®」です。彼
女の提唱によると「断捨離」は不要な物を「断ち」

「捨て」、物への執着から「離れる」ことにより、
「もったいない」という固定観念に凝り固まって
しまった心を開放し、身軽で快適な生活と人生
を手に入れようとする思想ということになりま
す。断捨離を実践することで、時間にゆとりが
でき、家事や掃除が楽になり、お金が貯まり、

決断力がつき、自己肯定感が増すなどの効果が
期待できるということで、多くの人々がこの思
想を実践しているといわれます。
　でも私は冒頭に述べましたようにこの思想に
は賛成していません。むしろ、どんどん無駄と
無用を捨ててしまう合理主義より、モノの存在
価値を大事に考えるケニア人女性、ワンガリ・
マータイさん（彼女はノーベル平和賞を受賞し
ました）のような「もったいない派」です。百鬼夜
行絵巻に出てくるような、使用可能なのに捨て
られたモノのお化けが出てくることを怖れる類
の人間です。
　すでに「断捨離」はいろいろなデメリットも指
摘され始めていると思います。例えば、同居す
る家族の所有物を勝手に捨てたり売却してしま
いトラブルになるとか、パンデミックや災害時
の時に経験したように備蓄を持たない生活のデ
メリットが表面化したように思います。
　私が「断捨離」という生活の方法論をあまり感
心しないのは、その目的とするところからでは
ありません。上述したような、「身軽で快適な生
活と人生」が持続的に達成できるなら結構な話
です。私が感心しない理由は断捨離という思想
が、ややもすれば人間と社会の絆さえ切捨てる
ことすら良しとする危険性があるからです。こ
のことは特に、ただでさえ過疎化の進行によっ
て孤立化が進む地域社会においては非常に危険
な思想だと思います。

●終活は老人の行う断捨離である
　もう一つ、人間の絆を破壊することを推進し
かねない「終活」についても考えてみましょう。
　終活は、「就活」のもじりで、「終末活動」の略
です。人生の終末を迎えるにあたり、延命治療
や介護、葬儀、相続などについての希望をまと
め、準備を整えることを指します。この概念は、
2009 年に「週刊朝日」で連載された「現代終活事
情」により広く知られるようになったようです。
その目的とするところは自分自身の残りの人生
を充実させ、後悔がないように準備をすること、
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そして残される家族など周囲の人たちの負担を
軽減することです。
　現実にやる作業について、どのようになるか、
ＷＥＢ上に似たような終活アドバイスサイトが
いくつもあります。どういうわけか十項目に分
類したものが多いのですが、大同小異のサイト
が多くあまり著作権を主張する内容でもないの
で勝手にまとめてみます。
　（１）荷物の整理：断捨離をする。
　（２）�医療や介護の意思表示：万が一医療や介

護が必要になったときのために意思表示
をしておく。

　（３）�財産の管理・整理：財産の整理をし、不
動産の名義や境界線などの問題があれば
解決しておく。

　（４）�葬式の希望をまとめる：葬儀の形式や呼
んでほしい人を決めておく。

　（５）�お墓を決める：お墓に関する詳細を決め
ておく。

　（６）�相続についての取り決め：相続対策や遺
言書の作成を行う。

　（７）�老後の資金・住まい計画：老後のための
資金確保や支出の見直し、将来の住まい
について検討する。

　（８）�交友関係の整理：何かあったときに家族
から連絡して欲しい人などの連絡先をま
とめる。

　（９）�老後にやりたいことを書き出す：趣味や
旅行など好きなこと、やりたいことを考
えて書き出す。

　（10）�エンディングノートの作成：家族や友人、
自分のためにエンディングノートを作成
する。（＊ 4）

　ここで注目したいことは、終活というのは最
初の「週刊朝日」の目的【人生の終末を迎えるに
あたり、延命治療や介護、葬儀、相続などにつ
いての希望をまとめ、準備を整えること】にとど
まらず、実生活上に大きく波及していることで
しょう。（１）にある断捨離や（８）にある交友関
係の整理は交友関係を狭め社会とのかかわりを

断っていく方向に進んでいくことが考えられま
す。それゆえ人間の絆を破壊する危険があるの
です。
　終活カウンセラー協会では独自に、「終活」を

「人生の終焉を考えることを通じて、自分を見つ
め、今をより良く自分らしく生きる活動」と定義
しているのですが、それから逸脱する危険性が
非常に大きい。なぜ「終活」を、単に「エンディン
グノート作成活動」ととらえるのではなく、この
ような熟考目的に拡大して定義するのでしょう
か。
　私は終活における断捨離を想像すると、木食
行（もくじきぎょう）のことを連想してしまい、
得も言われぬ空虚感におそわれます。少し木食
行のことを述べてみます。

●究極の終活　木食行
　五穀を断ち十穀を断つ木食行というのがあり
ます。Wikipedia の【穀断ち】【木喰戎】等々を参
考にして説明すると次のようになります。【穀断
ちは、仏教や修験道の行のひとつ。穀物を食べ
ずに修行すること。別称を木食戒、断穀行。具
体的には五穀または十穀を食べないことをさし
ます。五穀・十穀の名をとって五穀断ち、十穀
断ちともいいます。穀物を人間の穢れにまみれ
た俗世の物と考え、それを食さないことで修行
者の身を清廉にする行。修行者は修験者に多く、
苦行形式です。穀物以外の木の実や草根を主と
して食べたといいますが、五穀・十穀とされる
穀物に諸説あるなどの理由から、やり方はさま
ざまです。禁止する穀物によって修行の困難さ
にも差があります。また即身仏になるための修
行・入定において、その最初の段階で行われる
修行方法でもあります。】ということですが、即
身仏になるために死んだあと処理しやすいよう
に体から脂肪分を抜くための行でもあるらし
い。最後に漆を飲むなどと聞いたことがありま
すが、凄いですね。
　私の友人に仏像好きがいて、酔うとすぐに「五
穀を断ち十穀を断ち、やがて我は生き仏」とのた



932024
Spring

まう奴がいました。実際にはまだ生きています
が、漆を飲むといって私を驚かせた男です。別
の知人ですが、いつもお神酒徳利みたいにつる
んでいる友人が重い病気になったとき、「女断
ち」をして回復を祈願したといって周囲を笑わ
せてくれます。このようにモノを断つことは庶
民の精神風土に生きているのかもしれません。

「塩断ち」、「酒断ち」など物を断つということに
は、レベルはいろいろあっても、何か強い願望
と意志をもって、いわゆる願掛けを行う、一種
の行でしょう。「断捨離」という行為に同調する
のは、ひょっとしたら日本人の精神風土の何か
に触れて興味を惹くのかもしれません。実は私
も若いころ、ラマ僧が麦こがしを羊乳に練った
ものだけで心身を浄めるということを何かで読
んであこがれて、それで暮らしてみました。な
んと一週間も持たず精神的にもふらふらになり
やめてしまいました。モノを断つなどの行は凡
人のやるものではなさそうです。

●高齢者は姥捨て山も木食行も拒否すべき
　突然ですが映画『テンデラ』というのを観たこ
とがあり、いささか強烈な印象を受けたのでこ
れも紹介します。古くて細部は覚えていないの
で、ここで少し「ずる」（変な言葉ですね。徳島
ではいわゆるアンチョコのことを「ずるー」とい
うそうです。少し引っ張って発音するところが
面白いですね）をします。今をときめくＡＩ君に
書いて貰いました。それが以下の【】内の文です。
　【映画『デンデラ』は、70 歳になった女性たち
が村の掟により山に捨てられ、そこで「デンデ
ラ」という共同体を形成し、生き延びるために猛
獣（筆者注：ＯＳＯ 18 みたいな熊ですかね）や自
然の脅威に立ち向かうという物語です。彼女た
ちは、自分たちを捨てた村への復讐を企て、そ
の過程で人間の生と死、愛と憎しみ、絆と裏切
りといったテーマが深く掘り下げられます。
　この映画は、姥捨てという古代からの風習
を通じて、現代社会の高齢者問題や家族のあり
方、コミュニティの重要性などを問いかけてい

ます。姥捨ては、生存競争が厳しい時代背景か
ら生まれた風習で、高齢者が若者の生存を阻害
するという考え方が根底にあります。しかし、
映画『デンデラ』では、捨てられた老婆たちが共
同体を形成し、互いに助け合って生き延びる姿
を描き、高齢者が社会にとって重要な存在であ
ることを示しています。また、彼女たちが村へ
の復讐を企てることで、高齢者が社会から疎外
され、無視されることの問題点を浮き彫りにし
ています。このように、映画『デンデラ』は、姥
捨てという風習を通じて、高齢者の存在価値や
社会のあり方を考えさせる作品と言えるでしょ
う。】
　良くまとまっているので特にコメントをつけ
る必要はないと思いますが、高齢者の問題は、
近代合理主義が生産性だけを重視することへの
アンチテーゼとなると思います。さらには、こ
の映画は、人間の絆の問題を現代世相に反映し
て考えたりするきっかけにはなります。

●「繋拾合」の勧め
　この章のタイトルに使った「繋拾合」というの
は実は「断捨離」の各文字のそれぞれの反意を並
べて作った造語の遊びです。反「断捨離」にして
も良かったのですが、アンチなんとかというの
では意味が限定されて発展性がないような気が
します。要は「人間の絆をもっと」ということで

写真 6. 映画『テンデラ』ポスター
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すから「繋拾合」の勧めにしました。「けいしゅう
ごう」と読みます。
　第 2 章で言いたかったことを、充分述べられ
なかったことも含めてまとめてみました。
　•  �地域社会の生命線は「人間の絆」です。地

域の時代を推進するためのインフラとで
もいうべきＩＴ技術によるコミュニケー
ションは従来の「人間の絆」を破壊もしく
は変質させています。

　•  �断捨離の思想は使い捨て思想と紙一重で
あり、最も危険なのは「人間の絆」を自ら放
棄する方向に働くことです。

　•  �人間はリアルにモノに接することで認識
を深めます。特に新鮮な認識はリアルにモ
ノに接することにより生まれます。

　•  �特に高年齢層はいわゆる「情報難民」とな
り孤立化する危険性が高いですが、若い
人々にとってもほんとうに断捨離は時間
の余裕を作るための方法となるでしょう
か。実は変形した終活にすぎないのではな
いでしょうか。

　　�「間」という時間的・空間的「遊び」は人間の
精神生活にとって重要なものですが、「間」
が有効なのは、そこに人間の観照するとい
う行為が加わるからです。それがなければ
単なる「間抜け」になってしまいます。

第３章 「観照から行動へ」の勧め

　前回の「徳島経済」でも述べてきたことです
が、今後の社会が変化する方向はネットワーク
的パラダイムを持った社会であり、したがって、
地域の時代と呼ばれるように地域ごとの特色を
生かした社会システムの構築を目指すべきで
しょう。それを考慮しつつ現在と今後の地域の
問題を解決するためには、従来以上に地域の人
材による活性化と、それを可能にする住民の草
の根からの活動が重要なカギとなるでしょう。
では具体的にはどういうシステムと機能が必要
となっていくのでしょうか。それは今後時間を

かけて追及していくべき課題と思いますが、現
段階的ではいくつかの仕組みを早急に創り出し
ていくことが必要だと思います。

●�住民による地域を観照することの重要性、お
よび「観照から行動」へ

　現代社会は人間の絆を弱めており、特に地域
では過疎化の進行ともあいまって孤立化する人
たちが増大しています。この課題はすでに大き
な社会問題として多くの研究や施策がなされて
いることはすでに周知のことですが、現実問題
として政治の世界でも有効な手段はなく、少子
化や過疎化の進行は止まっておりませんし、し
かも技術進歩は人間の心を豊かにするはずが、
逆に人間の絆が薄くなることを助長しているこ
とが多いようです。
　現在地域の問題にうまく対処できないのは住
民自らの、いわゆる草の根からの運動が不足し
ていることも、ひとつの大きな原因だと思いま
す。加えてもっとラジカルなことは、地域の時
代を土台で支えるべき技術革命、社会のインフ
ラの構築がまだ進行中だということです。そう
いう時代には青写真を描き、それを通して自ら
が地域を作り出していくのだという人材を育成
することが肝要です。つまり来るべき時代の準
備をすること、今それに取りかかる時期だと思
います。
　この章では、観照することと行動することに
ついて述べてみます。どうやら地域の時代を作
り上げる社会的原動力の重要な一つであるＩＴ
技術の発達が、モノコトをじっくり見て、観照
することを人々に忘れさせている傾向を感じる
から一大事です。じっくり観て（観察して）対象
の本質を見抜くことを観照といいます。その力
を育成しなければと思います。
　もともと、観照という言葉が仏教や哲学に起
因しているためでしょうか、とかく抽象的にな
りがちです。観照というのは見ることで知識を
増やし喜ぶだけにとどまるのでは意義が半減し
ます。行動が必要、つまりモノに働きかけるこ
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とが大切です。もともと人間は実際のモノコト
に働きかけることで認識を深めます。同じこと
が人間や社会関係にもいえます。人間の絆を強
くすることで人々は自分の周囲をよりよく識る
ことができ、またより良くしようと動き出すモ
ノだと思います。

●�地域で最もファンダメンタルないくつかの課
題とそれを解決するための意識革命

　若干前回の「徳島経済」の繰り返しになるかも
知れませんが、地域が抱えるファンダメンタル
な課題を述べ、次に現状で地域の未来を考える
上での意識革命のことを述べてみます。
　本来「意識革命」というのは独自で行うべきも
のではなく（焚書坑儒や文化革命みたいになっ
てしまいます）、社会の状況に応じて自然に進行
すべきものですが、第 3 章は行動を勧める内容
になっていますので、今後の地域の在り方を考
える上で、精神的な方向性として今、重要であ
ると思われる何点かを指摘したいと思います。
　①　�人口問題と世代間格差の問題
　　　�　「地域の時代」と呼ばれるようになって

も大都市への人口流出は歯止めができて
いません。その理由は種々論じられてい
ますが、有効な手段が講じられていない
ためです。というより、真の「地域の時代」
が訪れるためにはＩＴ技術発達による情
報技術だけでなく、物流や人間移動の技
術がさらに革命的に発展する必要がある
と考えています。

　　　�　今の多くの人口問題への対処の方向性
は、知らず知らずに大都市と同じような
環境を目指しているのではないでしょう
か。現在の人口構成とその近未来的動態
を前提として、その中での理想的な地域
の特色を活かした絵図面（プラン）を作り
直すべきではないでしょうか。現代はＺ
世代が登場していますので、世代間格差
を考慮した絵図面になる必要があること
を忘れてはなりません。

　②　�中央礼賛からの脱却
　　　�　これは繰り返しになりますが、やはり

大都会特に東京は人々があこがれるだけ
の魅力を有しています。しかしこれも物
流システム・交通システムが格段に発展
したら、たとえば観劇でもなんでも苦も
なくできるようになるはずです。昔は考
えられなかったですが、今では徳島から
神戸に気楽に買い物に行ったり、京都に
歌舞伎を見に行ったりするではありませ
んか。徳島に住むようになったとき驚い
たのは、文筆家の中にも「地方版」とか「全
国版」とかいう言葉があって、自分たちの
ことを一段低く考えてみせる方が少なか
らずいることです。すでに情報発信の地
域格差は原理的に消失する環境がＩＴ技
術でできていますし、物理的な差異は少
なくなるはずです。むしろ地域の生活の
方が精神的には豊かになる時期が近づい
ていますし、それを前提として考えてい
くべきです。

　③　�郷土愛の育成と文化行政の在り方
　　　�　やはり、地域を自らの手で良くしてい

こうと気持ちが湧いてくるのは、人間に
は郷土愛があるからでしょう。郷土愛を
育むために必要なのは義務教育期間中の
郷土史と郷土地誌です。さらに郷土の文
化的遺産の発掘と創生です。すでに既報
でも述べたようにこの領域での地域文
化行政の果たす役割は非常に大きいと思
います。ただ注意しなければいけないの
は、文化行政や教育行政が、だんだん行
政主導になり、さらには国の主導となっ
ていっていることです。

●�最初の結節点としての「50年後にありたい
徳島の姿」　

　私達はどうしたらいいのか、何から着手した
らいいのか、ということを述べてみます。
　そのことは、すでに県単位の行政で戦後を通
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して仕事は営々と続けられています。
　しかし前提を地域ごとのスマートカントリー
を目指すというところに置くと、現在の地域再
改造計画にはまだまだ不足なところがみえて
くるはずです。「徳島県改造計画」のような絵図
面を画くとすれば、今いちど徹底的に夢物語と
しての地域特有産業と文化を中心とした計画を
作っては如何でしょうか。つまり現在の人口数
と動態を基本に、現状の枠にとらわれない例え
ば 50 年後の未来図を画く計画を大学、産業特に
金融、住民を中心にして策定するのです。
　「現実的」な中期計画は県政が変わる度に登場
します。だが予想未来図を基にした計画はあり
ません。行政はまず実現可能性と公平性を基本
とするからこの主の計画には適していないのか
もしれません。民間主導で考え行政が支援する
というスキームにする発想の転換も必要です。
それによって何処を目指すべきかという共通認
識ができるはずです。

●草の根民主主義の原則と今必要な事
　上記の改造計画は、現状の枠にとらわれずに
50 年先（あるいは時代の変化速度から行って 30
年くらいが適当かもしれません）の理想を画く
と同時に、草の根からのアイデアを取り入れて
いこうとするのが特色となります。ここで「草の
根民主主義」とはなにかについて寄り道します。
　草の根民主主義とは、一般市民一人一人が積
極的に政治に参加すること、またはそのような
政治形態を指します。以下に具体的な特徴を述
べます。
　１．�市民の積極的な参加：草の根民主主義は、

市民が自覚的に政治に参加し、その意見
を反映させることを重視します。これは、
市民活動や住民運動などの形で具現化さ
れます。

　２．�地域自治の原則：草の根民主主義は、地
域自治を原則とします。これは、中央集
権的な官僚的意思決定に対する反論とし
て位置づけられます。

　３．�大組織や富裕層との対比：草の根民主主
義は、既存の特定の政策に傾倒した大組
織や富裕層によるものと対概念をなしま
す。

　４．�日常的な参加：草の根民主主義は、底辺
の民衆の日常的な政治参加によって支え
られる民主主義のあり方を指します。

　以上の特徴から、草の根民主主義は、地域政治
において市民の声を直接反映し、地域の利益を
最優先に考える政治スタイルを表しています。

●�技術進歩によって可能になることの自由な予
想、あるいは地域の時代の前提条件

　そうそう、絵図面の前提条件として社会的
ファンダメンタルの急速な発展を入れることを
忘れてはなりません。それがなければ真の地域
の時代は到来しないのですから。
　「大都市圏における居住に関する世論調査」と
いうのが内閣府で実施されていますが、2021 年
の世論調査結果を参照しながら大都市圏へ人間
が移転する理由をまとめると次のようになりま
す。
　• 交通の利便性
　• 物や店が豊富
　• 芸術や文化に触れる機会が多い
　• 情報に触れる機会が多い
　• 生活環境が整っている

　調査の項目を参照しながら、全てを生活環境
としてまとめ直してみると次のように考えられ
ます。
　①　�物質的な環境：これには住居、衣料品、家

庭用品、食料など、日常生活を営むため
に必要な物質的な要素が含まれます。上
記の「物や店が豊富」と同じと思ってもら
えば良いようです。

　②　�自然環境：大気、水、土地などの自然的
な状況も生活環境の一部です。これは、
例えば公園や緑地の存在、空気や水質の
状態などを指します。これは地域の方が
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勝っているのではないでしょうか。
　③　�社会的環境：これは、教育機関、医療施

設、公共交通機関などの社会インフラ、
また地域社会の人々との関係性などを含
みます。現在都市と地域での格差が多い
ところです。

　④　�精神的な環境：これは、個々の価値観、
生活スタイル、趣味、嗜好などが形成す
る、心地よく生活を送るための環境を指
します。

　⑤　�情報的環境：インフラ的に考えるとＩＴ
技術の発達はこの面ではほぼ完全に大都
市圏と地域の格差をなくしましたが、現
実では地域に高年齢層の情報難民を大量
に顕わにしました。大都市圏の場合は埋
もれて見えなくなっています。

　これらの項目に分けて考えると、技術（特にア
クセス、交通手段、物流手段の発達）によって環
境が変化したら解消する課題が多いようです。
すでにＷＥＢ上での買い物と緻密な配達シス
テムは日常化していますし、その場所にでかけ
なければならないような買い物、観劇や美術展
のようなイベントもアクセスがよくなれば容易
に行うことができるようになるでしょう。現在
切実な医療もＡＩの発達で誰でもが地域の病院
で第一線の治療を受けられるようになるはずで
す。教育に関してはもっとラジカルな教育シス
テムを創造しても良いと思います。地域の教育
システムはもっと県の自主性と草の根民主主義
的教育がなされるべきだと思います。高等教育
機関は地域を支える人材を育成するために、全
寮制を主流としても良いのではと思いますが、
現実には自然の流れで決まっていくでしょう。
　地域のスマートカントリーを創生していくに
は、前回の「徳島経済」でも簡単に述べましたよ
うに、県の中にいくつかのハブ的小都市（スマー
トシティ）を中心に人間居留地の再配置を考え
る必要が生じると思っています。各地域毎に特
徴在る性格を有したネットワーク構造をもった

社会の再配列が進行するようになったとき、初
めて真の地域の時代といえます。
　こうなってくると精神的環境としては自然に
恵まれた環境の方が有利になり、まさに地域の
時代が到来します。それを前提として未来の絵
図面を画くべきです。

●「むなしさ」より「じたばたする」べき時代
　夢語りのような未来社会を語ることが現在最
も大事かと思っています。それによって社会全
体がこの場合地域全体の人々が同じ方向を向
き、同じ生き甲斐を感じることができるのでは
ないでしょうか。しかしながら足下のことを言
えば、現代ほど都市と地域の格差が開いたこと
はないし、また世代間の考え方・感じ方のギャッ
プが大きくなったことはないのではないでしょ
うか。少なくとも第二次大戦から現在に至るま
で生きてきた実感でそうです。どの時代でも世
代間のギャップは指摘されていましたが、この
ごろのような「高齢者世代」から「Ｚ世代」まで、
世代による価値観の相違があり、かつ多様性の
名の下に価値観の「ぼやけ」が曼延している時代
はなかったように思われます。
　現代は、新しい時代が始まる前の虚しさが蔓
延している時代だと思っています。そういえば
このごろ「虚しさ」を扱った著作がちらほら店頭
にあらわれるようになりました。
　少し古いところでは、西部邁の著書『虚無の構
造』（＊ 5）は、現代人の精神の奥底に巣くうニヒ
リズムを深く掘り下げています。特に現代の虚
無という位置づけでインターネットを取り巻く
社会の「雰囲気」を説明しています。2024 年には
フォーククルセダーズのメンバーで精神科医の
きたやまおさむが「『むなしさ』の味わい方」（＊
6）という本を著しています。ノウハウ的な本を
含むと相当な数の本が出版されています。また
少し「面白い」ところでは、「アルコール」飲料の
ストロングゼロを飲みながら退廃的な空気や自
虐を吐き出すようなツイートをするのが「スト
ロングゼロ小説」と呼ばれＷＥＢ上で流行りま
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した。「不安で仕方がないから、誰かと繋がって
いたい」という現代人が抱える潜在的願望が表
現されていたといえましょう。
　このような傾向は、新しいモノを生み出すエ
ネルギーを何も生み出さなくなる怖れがありま
す。そのことを怖れなければならないのが、焦
眉の課題かもしれません。実は、きたやまの本
を読んでいたら感じたのですが、その課題の解
は意外と簡単です。虚しさを破るには、虚しさ
を明るく味わえばいいのです。とにかくじたば
た行動しつづけることだと思います。

終章　おわりに

　前章（第 3 章）はなんだか［地域の時代の考え
方］のまとめ的書き方をしてしまったので、「お
わりに」などはもう書かなくても良いようなも
のですが、じたばたするついでに地域の時代
の到来を妨げる可能性の「在る傾向」について少
し述べたいと思います。それは「虚しさ」の隙間
から心に侵入してくるポピュリズムが静かに或
いは熱狂的に影響を拡大し続けていることで
す。この傾向はまちがいなく「地域の時代」など
を木っ端微塵にふきとばすほどのエネルギーを
持ったファナティックな面をもっています。本
報告はポピュリズムについて述べるのが課題で
はないので、単にポピュリズムは地域の時代の
到来を妨げるという不安だけを述べるのにとど
めますが、問題提起をさせていただきます。ポ
ピュリズムとここで述べた地域の時代、草の根
民主主義の考え方がハリーポッターとヴォルデ
モート卿のような関連性を持ちかねないからで
す。ポピュリズムに関して詳しくはいくつかの

簡単な解説書や評論（＊ 7）が出ていますからそ
れを読んでいただくとして、両者の関連を探っ
てみましょう。　
　１．�地域の声の反映：「地域の時代」では、地

域の声やニーズが直接政策に反映される
ことが求められます。ポピュリズムもま
た、大衆の声を政策に反映することを重
視します。この点で、「地域の時代」とポ
ピュリズムは共通の特性を持つと言えま
す。

　２．�エリート批判：ポピュリズムはエリートや
既得権益層を批判する傾向があります。

「地域の時代」でも、地域の利益を守るた
めに、中央政府や大企業などの「エリー
ト」に対する批判を行うことがあります。

　３．�地域主義とポピュリズム：「地域の時代」
は地域主義の強化を意味します。地域主
義は、地域の利益や特性を重視する思想
で、これはポピュリズムの「大衆」の立場
を重視する思想と一部重なります。

　実はポピュリズムと地域格差との関連は社会
的にもこれからの検討課題だと思いますが、米
国などで広がる移民排除、民主主義の軽視、白
人伝統社会への回帰等の傾向は私の眼には永年
築いてきた平和と民主主義の社会の破壊としか
映りません。ポピュリズムが勢いを得たら、た
ぶんここで考えるような地域の時代の青写真な
ど吹っ飛んでしまうのではないでしょうか。
　日本ではまだ本当の意味でポピュリズムと呼
ばれる政党は登場していないように思われてい
ますが、今後の推移は注意深く見守る必要はあ
ると思います。
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